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昭和60年10月20日発行(毎月1回20日発行)




1. 本誌 は､物怪 の研究 を共 同 で促 進 す るため､研究 者 が その研究 ･意
見 を自由 に発 表 し討 論 しあい､ また､研究 に開通 した情 報 を速 や か
に交換 しあ うこと を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡描
載 内容 は､研究 論 文､研究会 ･国際会 議 な どの報告 ､講義 ノー ト､
研究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案内､ ニ ュー
スな どです ｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審査 を行 ない ませ
ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と言忍めた も
の につ いては､改訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す るこ とが あ ります｡
3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑意志に引用 す る と きは､著 者 の承.諸 を
得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡
投稿規定
1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため
に極 力簡潔 にお書 き下 さい ｡
2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡
3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､
立体 =[ 日､ イ タ リ ック H_ 日､ ゴシ ック Hw H､ ギ リシャ文字 "ギ…､
花 文字 ､大文字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに
くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ
ル)､ uとV､†(ダガー)と+ (プ ラス)､4･と卓とWrと¢等 も赤 で指 定 し
て下 さい ｡
4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡
5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式 等 は必 ず改行 の際
の切 れ 目 を赤 で才旨走 して下 さい｡
6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コ ピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､田1を入 れ るべ き位 置 を
本 文 の欄 外 に赤 て弓旨走 して下 さ い ｡ 図 の縮丁尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡
図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cITf)以 内 に入 らない もの､ その まま印
刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め ていただ きます ｡
国 中の文字 は子吉字 にいた しませ ん｡図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に
添 えて下 さ い ｡
7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 はで きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡
8. 別 刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請求下 さい) に従 い､ 別 刷 を受取 っ
て か ら 1ケ月以内 に納 め て下 さい ｡ (郵便切 手 によ る受付 は いた し
ません｡)



































































































































































































































































































棲 記 の こ とにつ い て､公募 を下記 の通 り行 い ます｡長 期 ･短 期 ･
モ レキ ュ ー ル型 研 究 計 画 の はか .に ､従 来 の 枠 に と らわ れ な い 新 し
い 研 究 計 画 の 応 募 も歓 迎 致 しま す ｡
記
1. 募 集 内 容
長 期 研 究 計 画 :昭 和 61年 4月 -昭 和 62年 3月 に実施の提案
短 期 研 究 計 画 :昭 和 61年 4月 -昭 和 61年 9月 に実施の提案
モレキュー ル型研究計画 :昭和 61年 4月 - 昭和 62年 3月 に実施の提案
それ ぞれ の 内容 は 別 紙 参 照 ｡ な お ､ 長 期 お よ び モ レキ ュ
ール型 研 究 計 画 は ､ 実 施 期 間 1年 の 募 集 をお こな って い
ま す の で 御 注 意 下 さい ｡
2. 締 切 昭 和 60年 12月 14日(土) (必 着 )
3. 宛 先 京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町 (〒 606)
京 都 大 学 基礎 物 理 学 研 究 所 共 同利 用 事務 室
電話 075(751)2111 (内線) 7008
4. 応 募 の 際 は添 付 の 申 請 書 に 黒 の ボ ール ペ ン又 は 黒 イ ン クで 御
記 入 の 上 ､ 封 筒 の 表 に研 究 計 軌 又 は ア トム型 研･究 員応 募 と明
記 して お 送 り下 さい ｡
5. 基礎 物 理 学 研 究 所 研 究 部 員会 議 及 び運 営 委 員 会 (昭和 61年 1




研 究 計 画 お よ び ア トム型 研 究 員応 募 者 は次 の イ)以 下 の 項 目に つ
い て添 付 の 申請 書-に 必 要 事項 を書 い て提 出 して下 さい｡
A 研究 計 画
長 期 研 究 計 画
あ る テ ー マに つい て数 か 月 か ら 1年 に わ た って連 結 を と
りつ つ研究 を行 な う もの で ､ 普 通 年 1- 2回研 究 会 を行
な っ てい る｡ 但 し内容 に よ っ ては､ 1年 以上 に わ た る研
究 計 画 を提案 す る こ と もで き る｡
短 期 研究 計 画
あ るテ ー マに つ い て数 日間研 究 会 を行 な う｡
モ レキ ュール型 研 究 計 画
数 人 が 随 時 連 絡 を と りつ つ研 究 す る｡
イ) 研究 テ ー マ
ロ) 種 別
ハ) 開 催 希 望 時期 ･日数 ､ 参 加 予定 者数
ニ) 予 算 希望 額
1) 長 期 研 究 計 画 及 び短 期 研 究 計 画
研 究 会 の 申請 予算 規 模 は次 の 4種 類 あ ります ｡希 望 す
る金 額 を舘 二 希 望 まで 書 い て下 さい ｡
L～90万円.M 宍ゴ70万円,S宍ゴ5q万円.SS～30万円
2) モ レキ ュ ール型 研 究 計 画
研究 会参 加 予定 者全 員 の氏 名 ､所 属 大 学 名 ､ 職 名 を ホ)
世話 人 の欄 に 書 い て下 さい ｡ (これ につ い て は第87回
研 究 部 員会 議 議 事録 議 題 6 ｢研 究計 画 の 公 葬 及 び決定
方法 ｣を ご覧 下 さい ｡)
ホ) 世話 人 及 び提案 説 明 者
世話 人 と して主 な研 究 計 画 立 案 者 を二 人以上 あ げ､ その
中 の 一 人 を連 絡 責 任 者 と して指定 して下 さい｡ 基 研 研 究
部 員 会 議 で提 案 の 説 明 を してい ただ きますの で 提案 説 明
者 を決 め て下 さい ｡ 基 研 研 究 部 貝 が参 加 者に い る場合 は
な るべ く研究 部 貝 が 提 案 説 明 に あ た って下 さい ｡
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掲 示 板
へ) 校 蟹 の 必 要 額 (項 目別 に 明 記 し て下 さい ｡)
ト) 研 究 テ ー マの 内容
応 募書 類 は あ らか じめ研 究 部 員 に配 ってお き､ 研 究 部 員
会 議 で充 分 討 議 致 します ので ､主 旨 及 び問 題 点 を具体 的
に 書 い て下 さい ｡
B 新 し-い 型 の 研 究 計画
従 来の 研 究 計 画 の 枠 に と らわれ な い計 画 も歓 迎_,してお りま
す ｡
C ア トム型 研 究 鼻
ア トム型 研 究 員 は大 学 院 生 を含 む研究 者 を対 象 と し､個 人
が昭 和61年 4月 ～ 9月の 間の あ る期 間､ 当研 究 所 に滞在 し
て研 究 を続 け てい た だ く もの で す ｡但 し､特 別 の 事情 が あ
る場合 には 当研 究 所 以 外 を研究 場所 とす る計 画 も認 め てお
ります ｡ これ Iこつ い ての詳 細 は第54回研 究 部 員 会 議 議 事録
(1971年 11月 ) 22員 '地方 大 学 の研 究 条件 の 改 善 につ い
て" を ご覧 下 さい ｡
イ) 滞在 希 望 時期 及 び期 間
滞在 期 間 は (A)1か 月 程 度 (場合 に よ っては 2週 間程 度
で もよい ｡) 又 は (B)21- 3か 月程 度 (年 間 4- 5人 )
の 2種 頬 とします ｡応 募の際 は A又 は Bの ど ち らの種 頬
を希 望 す るか を明 記 して下 さい ｡応 募 者 が一 時 期 に集 中
し､ 基研 の 収 容 能 力 を こえ る場 合 は､ 一 部 時 期 の 変 更 を
お 願 い す る こと もあ ります｡ (昭 和59年 度 の 利 用 者 は滞
在 2か 月 1人 ､ 1か 月 9人 ､ 2週 間 2人 ､､出 張 塾 ア トム
3週 間 1人 で した ｡)
ロ) 大 学 卒 業 か らの 昭 歴 を所 属 研究 室 が わ か る よ うに書 い て下
さい｡
ハ) 研 究 テ ーマ とその 内容
計 画の 内容 ､応 募の 目的 をな るべ く具 体 的 に 御 記 入 下 さ
い ｡他 の研 究計 画 と関 連 させ て 申 し込 ま れ る場合 は､ そ
の 旨 明 記 して下 さい ｡
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掲 示 板
第9回京都 サマー ･イ ンステ ィチ ュー ト (KSI'87)
の 企 画 募 集
基 礎 物 理 学 研 究 所 で は ､ 1978年 よ り例年 ､ 夏 の 学 校 と ワー ク
･シ ョ ップの 性格 を もち､ 国 外 か らの 参 加 者 も含 め た 京 都 サ マ ー
･イ ンス テ ィチ ュ ー ト (KSI) を開 催 して きて お ります が ､
1981年 KS Iか らは広 く企 画 を募 集 す る こ と と致 し ま し た｡ つ
きま して は ､ 提 案 をお持 ちの方 は積 極 的 に御 意 見 をお 知 らせ くだ
さい ｡ 次 回 研 究 部 員 会 議 (1986年 1月 23､ 24日の 予定 ) に お
い て討議の上､適 当な案 を とりまとめ､実施 したい と考えてお ります0
記
1. 提 案 締 切 :1985年 12月 14日(土) (必着 )
2. 宛 先 :京 都 市 左 京 区 北 白 川 追 分 町 (〒 606)
京 都 大 学 基 礎 物 理 学 研 究 所 共 同 利 用 事務 室
(TEL)075-751-2111 内 線 7008
3. B 5判 の 用 紙 に 黒 字 で お 書 きの 上 ､ 封 筒 の 表 に ｢KSI企 画 提
案 ｣ と明 記 して お送 り くだ さい ｡
4. 御 意 見 ･御 提 案 は な るべ く下 記 の 点 に つ い て.お 書 き くだ さい ｡
a) テ ー マ と その 内容 (な るべ く具 体 的 に )0
b) 実 施 時 期 お よ び 日数 ｡
C) 参 加 者 の 対 象 と規 模 ｡
d) 招 待 した い 研 究 者 な い し講 師 (国 内 ･国 外 を問 わ な い )｡
e) 同 時 期 に 他 の 研 究 機 関 で 開 催 が 計 画 され てい る関 連 分 野 の
企 画 (小 規 模 国 際 研 究 集 会 ､ 国 際 会 議 等 を含 む ) との 関 係 ｡
f) 本 KSIを 実 施 す る場 合 の 組 織 (組 織 委 員 会 ､ 実行 委 員 会
等 ) の 構 成 (人 名 に つ い ての 提 案 を.含 む )0




開催期間 テ マ 全参加者数 講 師 数
国 内 国 .外 国 内 国 外
1978年 ParticlePhysicsandA cleratorProjects 人 ~人 人 人9月1日～5日 129 30 2 ll
1979年9月8日～12日 PhysicsofⅠJo心-DimensionalSystems 69 15 2 5ー
1980年9月 日～11日 AmorphousSemiconductムrs 164 36 3 10
1981年6月29日～7月3日 OrandUnifiedTheories 123 18 2 8
1982年7月1 日-16日 MicroscopicTheoriesofNuclearCollcpl心eMotions 87 29 7 17
1983年9月12日～15日 ChaosandStatisticalMechanics 112 24 22 16.
1984年8月27日～31日 DynamicムlProbJemsinSolitonSytems 87 22 20 16
なお､ これ までの経過 につい ては､研究部 員 会議議 事録 (1977
年 6月 ･篤71回 以降 )を御覧 くだ.さい｡
1978年 の記録 時参加 者 ･関 係分野の研究 室 等 ､ 1979年 ～
1984年 の記録 は参恥 者にお届 け してあ t)ます ｡ 1985年の 記録 は
近 く干り行 され る予定 です ｡
-88-
掲 示 板
基 研 研 究 部 員 会 議 議 墳 募 集
来 る昭 和 61年 1月 23日 (木)､24日 (金)に基 研 の 研 究 部 員会 議 が
行 わ れ る予定 です の で ､高 嶺 が ご ざい ま した ら議 題 趣 旨 と と もに








研 究 計 画 提 案 申 請 書







ロ)種 別 1. 短期研究計画 2.長期研究計画
(0でかこむ)
3. モレキュール型研究計画 4. その他
ハ)開催希望時期 ･日数 参加予定者数 人
ニ)予算希望額 第 1希望 IJ･M･S･SS 第 2希望 L･M･S･SS
(0でかこむ)
ホ) 世話人及び提案説明者









ア ト ム 型 研 究 員 申 請 書
昭和 年 月 日
収名
京都大学基礎物理学研究所長 殿




イ) 滞在 希 望 時 期 及 び期 間
ロ) 大学 卒業 か らの 略歴
掲 示 板
























5.公募締切 昭和 60年 12月 10日 (火)必着




7.応募書類 ィ､ 申請書 (別紙様式に よる)
ロ二履歴書
ハ､発表論文 リス ト (共著論文の場合は共著者
名を明記す ること｡ )
二､主な論文別刷
ホ､研究計画 (なるべ く具体的に記す こと)
以上各 2部
















基 研 研 究 員 制 度 内 規
昭和55年 12月8日協議員会制
昭和60年 10月7日一部改正
第 1条 基礎物理学研究所に若干名の基研研究員 (以下 ｢研究見｣
とい う｡)を採用す る｡
研究員に採用 され る者は､博士の学位を取得 した者 または博
士課程に 3年以上在学 した者で､かつ､常勤的な職についてい
ない者 とする. ただ し､採用期間中は博士課程に在学す ること
はできない｡
第 2条 研究員は､基礎物理学研究所において研究に従事す るも
の とする｡
第 3条 研究員の任期は 1ヶ年 とす る｡ ただ し､場合によ りその
任期を 1ケ年以内に限 り更新することができる｡
第 4条 研究員には､ 日本学術振興会特別研究員制度に よる大学
院博士課程在学者に対す る奨励金 と同額の奨励金が支給され る.






















昭和 年 月 日















昭和 60年 10月 14日
基 礎 物 理 学 関 係 各 研 究 所 長 殿
各 大 学 物 理 学 教 室 主 任 殿
財団法人 揚州記念財団
理事長 港 浅 佑 一
陽川記念財団奨学研究員斉発 について
このたび下記要項 によ り昭和 61年度末財田奨学研究員を募集す るこ
とにな りま したので､貴部内関係藩に周知かた よろ しくお願 い します.
なお当研究員は原則 として基研研究員 として採用 され ､ 日太学締振興
会特別研究員の大学院博士課程在学老に対す ると同葡程度の月額が支給
され る予定 になってお ります｡
主i']
研 究 員 赤 紫 要 項
1.応 募 資 格
大学 院博士課程修 了老お よび昭和 61年修 了予定の理論物理学研究
老
(この研究費は大学院博士課程修7着にその研究の完成 を援助す る目
的 をもって重点的 に交付 され るいわゆるPostDoctorialFeHowship
として支給 され るものである)
2 .支 給 月 額
月 額 116,000円




3.研 究 場 所
韮礎物理学研究所 におい て研究 す るこ とを原則 とす る｡
4.募 集 人 員
3 名 (内訳はだいたい素粒子論 2名 ､物性論 1名､中間の領
域 については適宜定 め る)
5.応 募 畜 類
① 申込書 (別紙様式 に よる)
⑧発表論文 リス ト
共著論文 の場合は共著老名 を明記す るこ と
㊥ お もな論文の別 冊
④研究計画 (なるべ く具体的 に記す こ と)
以上 各 2朗 を叫 jtT60年 12月 10日 (火) までに､〒606ぷ1-都 桁
左京区北 白川小倉町 50の 227湯川 記念財団 に必着す るよ う送付 の こ
と｡他 に奨学金 その他の収入 の あ る場 合 は必 ず善 さ榛 え るこ と｡
6 .審 査
審適 は基礎物理学研究所運営委 員 に依頼 し､昭和 61年 1月下旬 に
選考 して大人 に通知す る｡







このたび別紙関係雪類 を埼 えて貴財 団奨学研究員 に応券 しますの
で よろ しくお頼い します.




昭和 年 月 日生
財団法人 粉川記念財団





高等学校 昭和 年 月 高等学校 課程卒業
大学 昭甲 毎 月 大学 学部入学
昭r* 年 月 大学 学部 学科卒業
大学院 昭和 年 月
大学大学院 _ 研究科入学
専攻科目 (具体的に )昭和 年 月博士課程修了 ;見込p.
-102-
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1.会 費 :当会 の会 費は前納 制 をとってい ます｡ したがって､ 3月末 ま
で にな るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡
なお新規 入会 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以外 に入会金 と し
て､100円 お支払 い下 さ い ｡
1年間の会 費
lstvolume (4月号～9月号)




(1年分 まとめて お支払 いが困難 の向 きは 1volume 分ずつ で も
結構 です)
2. 支払 いの際 の注 意 :なるべ く振 替用紙 を御利用 の上御納 入下 さい｡
(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金書留 は御遠慮下 さい)
なお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さ い ｡
雑誌購 読 者以外 の代理 人 が購読 料 を送金 され る場 合 ､必ず㌧会員本
人 の名前 を明記 して下 さい｡
3. 送本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送本 中止 を希望 され る場 合､
かな らず-｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡
4. 会 費の支払遅 滞 の場 合 :当会の原則 と しては､正 当 な理 由 な く2
vols.以上 の会費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止す ることに在
ってい ますので御留 意下 さ い ｡
5. 一括 送本 を受 ける場 合 :個 人宛送本 中 に大学等 で一括 配布 を受 け
る様 になった場合 は､必ず ｢個 人宛送本 中止 ､一括 配布希望｣ の逮
知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡
6. 送本先変更 の場合 :住 所 ､勤務 先の変更等 によ り送本先 が変 った
場 合 は､必 ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学校 ､研 究所等横間会員
1. 会費 :学校 ･研究 所等 での入会 及 び個 人で あって も公費払 いの と
きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円､ 1Vol.6,600円､
年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入会金 は不用 です｡学手交､研究戸斤の
会 費の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み をされ る時 ､支孤
いに請求 ､見積 ､納 品書が各何通必要 か をお知 らせ下 さい｡
なお､ 当会･の請求書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡
2. 送本 中止の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め
られませ ん｡退 会 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明
記 して ｢退 会･屈｣ を送付 して下 さ い ｡
雑誌未着の場合 :発行 日よ り 6ケ月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡
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